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輝く瞳、きらり 
　今年の春からすみれ保育園の保育士として勤め始めた
五十嵐愛さん。「こどもと一緒に勉強しながら成長していき
たい」と語り、子どもたちにそそぐ視線はいつもやさしく
温かい。副担任となった「あやめ組」の子どもたちの「あ
いしぇんしぇ」という声が今日も響いている。 

輝きの瞬間 
と き 
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小
国
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
仁
科
清
實
理
事
長
）
が
、

全
国
一
斉
の
シ
ル
バ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
で
あ
る
十
月
十
六
日

に
、
宇
津
峠
の
刈
り
払
い
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
明
治
時
代
に
小
国
新

道
と
し
て
開
削
さ
れ
た
宇
津
峠
を

復
興
し
活
用
し
よ
う
と
、
今
年
初

め
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
当

日
は
、
会
員
十
三
名
が
参
加
し
、

小
国
町
側
の
旧
道
入
り
口
よ
り
頂

上
ま
で
の
間
、
約
二
�
を
刈
り
払

い
ま
し
た
。

　

町
内
各
中
学
校
の
生
徒
が
参
加

す
る
職
場
体
験
が
十
月
十
四
、
十

五
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、
町

内
六
十
四
事
業
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
小
中
高
一
貫
教
育

の
進
路
学
習
の
一
つ
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

で
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
百
八
人
が
参
加
し
、
保

育
園
や
公
共
機
関
、
自
動
車
整
備

工
場
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
希
望
す
る

職
場
で
、
働
く
楽
し
さ
や
厳
し
さ

な
ど
を
一
生
懸
命
に
学
ん
で
い
ま

し
た
。

　

共
同
作
業
所
ま
ん
ま
る
（
渡
辺

重
雄
理
事
長
）
が
、
町
内
初
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法

人
）
と
し
て
、
九
月
十
六
日
、
山

形
県
よ
り
認
証
さ
れ
、
十
月
五
日

に
法
人
の
登
記
を
完
了
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
ん
ま
る
は
、
障
害
者
の
就
労

援
助
の
場
と
し
て
、
平
成
八
年
に

開
設
さ
れ
、
現
在
は
、
十
八
人
の

か
た
が
た
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
せ
っ

け
ん
の
製
造
や
さ
を
り
織
り
な
ど

の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
日
中
活
動

の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
初
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
誕
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

宇
津
峠
を
刈
り
払
い

多
く
を
学
ん
だ

職
場
体
験

10/5
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10/16
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五
十
回
目
を
迎
え
た
地
区
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
が
、
十
月
十
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
町
内
各
地
区
体
育

協
会
八
チ
ー
ム
、
六
十
三
人
が
参

加
。
東
原
公
園
を
ス
タ
ー
ト
し
、

町
民
体
育
館
、
杉
沢
地
区
を
四
周

おぐに白い森株式会社

専務取締役    力  公男さん

ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

　１０月からおぐに白い森株式会社
専務取締役に就任された高力公男
さんにお話をうかがいました。
　「社会環境の変化に伴い、観光施
設を利用されるお客様のニーズは
多様化しています。そのような中
で、私は小国の自然、人情を愛し
てくださる数多くのリピーターに
プラスαを実現し、お客様の増加
を目指していきたいと考えます。
このため、インターネットなどを
活用し、旬の小国の情報を発信す
ることや、私自身も受けたいと思
うサービスをお客様に提供し、満
足度を高めたいと思っております。
施設の管理についても、お客様の
ご意見、ご要望に可能な限りお応
えできるよう努力していきたいと
考えます。
　お客様に喜ばれる仕事を基本に、
素晴らしい自然や景観から受けた
感動を増幅させる、『癒しのもてな
し』を目標に社員一丸となって頑
張りたいと思っております。町民
皆さまのご支援、ご協力をよろし
くお願いします」。

す
る
九
区
間
、
全
長
二
二
・
七
�

の
コ
ー
ス
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
、
東
南

部
地
区
体
育
協
会
が
優
勝
し
、
二

位
に
は
町
岩
東
地
区
体
育
協
会
、

三
位
に
は
北
東
部
地
区
体
育
協
会

が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま
し
た
。

　

白
い
森
木
工
ま
つ
り
が
、
十
月

十
一
日
、
山
形
銀
行
小
国
支
店
駐

車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
小
国
町
建
築
組

合
（
川
上
昭
男
会
長
）
が
企
画
し

た
も
の
で
、
今
年
で
三
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
家
づ
く

り
の
伝
統
儀
式
を
披
露
す
る
昔
な

が
ら
の
上
棟
式
や
、
大
工
職
人
の

技
術
を
披
露
す
る
「
匠
の
技
」
の

実
演
、
木
工
体
験
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
ア
ス
モ
駐
車
場
で

は
、
秋
の
び
っ
く
り
市
も
開
催
さ

れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

五十回を迎えた

地区対抗駅伝競走大会

伝統の職人技を披露

白い森木工まつり

癒しのもてなしを目標に
親しまれる施設運営をめざす

10/11

10/10
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高齢者高齢者がが生生きき生生きときと輝輝けるける

介護保険制度は、介護が必要な高齢者を社会全体で支える介護保険制度は、介護が必要な高齢者を社会全体で支える

社会保障制度として、平成１２年に始まりました。高齢社会社会保障制度として、平成１２年に始まりました。高齢社会

が進む中で社会全体でこれを支えていく仕組みとして定着が進む中で社会全体でこれを支えていく仕組みとして定着

している一方、その負担軽減を図っていくための取り組みしている一方、その負担軽減を図っていくための取り組み

も重要になってきています。そこで、今月は、町の介護保も重要になってきています。そこで、今月は、町の介護保

険を取り巻く状況と福祉施策を紹介します。険を取り巻く状況と福祉施策を紹介します。

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目ををををををををををををををををををををををををををををををををを迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎えええええええええええええええええええええええええええええええええててててててててててててててててててててててててててててててててて介護保険制度５年目を迎えて

町町ををめめざしてざして

三
人
に
一
人
は
高
齢
者

　

平
成
十
六
年
四
月
一
日
現
在
の

町
の
高
齢
化
率
（
総
人
口
に
占
め

る
六
十
五
歳
以
上
の
割
合
）
は
、

三
〇
・
一
％
で
す
。
こ
れ
は
、
山

形
県
の
二
四
・
六
％
、
全
国
の
一

九
・
〇
％
と
比
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
五

ポ
イ
ン
ト
、
一
一
ポ
イ
ン
ト
高
く
、

本
町
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
独
り
暮
ら
し
と
高
齢
者

夫
婦
の
世
帯
数
が
増
加
し
、
小
国

町
で
は
、
高
齢
者
の
約
三
割
が
こ

う
し
た
状
況
で
生
活
を
営
ん
で
い

る
の
が
実
態
で
す
。
高
齢
者
が
安

心
し
て
在
宅
で
の
生
活
を
送
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
自
ら
の
健
康
づ

く
り
と
支
援
体
制
の
充
実
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
あ
ゆ
み

　

介
護
保
険
は
、
三
年
ご
と
に
見

直
し
を
す
る
介
護
保
険
事
業
計
画

を
基
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
町
で
は
、
平
成
十
五
年
三

月
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
平

成
十
二
年
の
計
画
の
見
直
し
を
行
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割増の保険料を支払うかた基 準 額 を
支払うかた

軽減されるかた

●本人が住民
税課税で、
前年の合計
所得金額が
２００ 万円以
上

●本人が住民
税課税で、
前年の合計
所得額金額
が ２００ 万円
未満

●本人が住民
税非課税で、
世帯内の誰
かが住民税
課税

●本人・世帯
全員が住民
税非課税

●生活保護の
受給者
●老齢年金の
受給者で、
本人・世帯
全員が住民
税非課税

対 象 者

６９,７００円５４,５００円４３,６００円３２,２００円２０,９００円保険料額
（年額） （基準額×１６０％）（基準額×１２５％）（基準額）（基準額×７４％）（基準額×４８％）

６５歳以上のかたの介護保険料（年額）

い
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
十
七
年

度
ま
で
の
介
護
保
険
事
業
計
画
を

作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
見
直
し
に

あ
た
っ
て
は
、
高
齢
者
実
態
調
査

を
実
施
し
、
介
護
認
定
者
の
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
意
向
や
高
齢
者
の
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
等
の
把

握
に
努
め
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

計
画
期
間
の
三
年
間
に
要
介
護
認

定
者
数
が
ど
の
程
度
変
動
す
る
の

か
、
ま
た
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
必
要
量
を

推
計
し
、
そ
れ
を
基
に
、
十
七
年

度
ま
で
の
介
護
費
用
を
計
算
し
、

上
の
表
の
と
お
り
介
護
保
険
料
を

決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査
結
果

に
応
じ
て
提
供
し
て
い
く
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
も
盛
り
込
み
ま
し
た
。

増
え
る
要
介
護
者

　

平
成
十
六
年
三
月
末
現
在
の
町

内
に
お
け
る
要
介
護
認
定
者
は
四

百
三
十
二
人
で
、
三
年
間
で
六
十

九
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
人
口
に
占
め
る
要
介
護
認
定
者

の
割
合
も
一
三
・
八
％
と
な
り
、

三
年
間
で
一
・
六
ポ
イ
ン
ト
増
え
、

高
齢
者
の
約
七
人
に
一
人
は
日
常

生
活
に
何
ら
か
の
支
援
が
必
要
な

状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
き
生
き
と
輝
け
る
町

　

要
介
護
認
定
者
が
増
え
続
け
る

中
、
計
画
の
目
標
を
「
高
齢
者
が

生
き
生
き
と
輝
け
る
町
」
と
し
、

こ
れ
を
実
現
す
る
基
本
課
題
と
し

て
、
①
介
護
保
険
制
度
の
充
実
を

は
じ
め
、

②
痴
ほ
う
性
高
齢
者
支
援
対
策
の

推
進

③
高
齢
者
の
積
極
的
な
社
会
参
加

④
介
護
予
防
の
推
進

⑤
地
域
生
活
支
援
体
制
の
整
備

の
五
点
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

12年度 13年度 14年度 15年度 

440

420

400

380

360

340

320

（人） 
年度別要介護認定者数の推移 
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● ● ●　町の主な支援事業　● ● ●

内　　　　　容事 業 名

閉じこもりを防止し、仲間づくりな
どにより介護を予防します。

ふ れ あ い 広 場

寝具を業者がお預かりして、洗濯・
乾燥・消毒を行います。

寝具洗濯乾燥消毒
サ ー ビ ス

支援が必要である高齢者にホームヘ
ルパーを派遣します。

生活管理指導員派遣

家族が在宅で介護できなくなったと
きに、一時的に施設に入所できます。

短 期 入 所 支 援

通所により、食事や入浴などデイ
サービスが受けられます。

生きがい対応型
デ イ サ ー ビ ス

紙おむつが必要なかたに紙おむつを
支給します。

紙おむつ支給事業

住宅の改修を行う場合、その費用の
一部を助成します。

暮らしにやさしい住
まいづくり助成事業

介護予防の一環として、閉じこもり
予防、生きがいづくりを行います。

生 き が い 活 動
支 援 事 業

高齢者が要介護状態とならず社会生
活が送れるよう支援しています。

地域介護予防教室

自力で除雪を行うことのできないか
たに対して生活援助員を派遣します。

高齢者等くらし
応 援 事 業

寝たきりの原因となる転倒を予防し
ます。

転 倒 予 防 教 室

　

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
応
し
て

い
く
た
め
、
左
の
「
町
の
主
な
支

援
事
業
」
に
示
し
た
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

特
に
介
護
予
防
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
介
護
す
る
方
、
介
護

さ
れ
る
方
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
宅
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
く
た
め
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

催
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
年
度

は
五
回
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

お
互
い
の
経
験
を
共
有

舟
山
正
義
さ
ん
（
片
貝
）　

　
「
私
は
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん

の
勧
め
で
、
昨
年
、
初
め
て
家
族

介
護
者
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

■ 

介
護
す
る
方
の
負
担
を
軽
減 
■

家
族
介
護
者
交
流
会

　

平
成
十
四
年
度
か
ら
要
介
護
度

の
高
い
四
ま
た
は
五
の
寝
た
き
り

や
痴
ほ
う
の
高
齢
者
を
自
宅
で
介

護
し
て
い
る
家
族
の
方
を
対
象
に
、

心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
も
ら

う
た
め
家
族
介
護
者
交
流
会
を
開

は
じ
め
は
、
自
分
の
介
護
体
験
を

話
す
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
て
い
ま

し
た
が
、
お
互
い
の
体
験
を
話
し

て
、
苦
労
し
て
い
る
の
は
自
分
だ

け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
気

持
ち
が
少
し
楽
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
普
段
は
妻
の
介
護
で
朝

か
ら
夜
ま
で
家
に
い
て
、
外
出
す

る
機
会
も
制
限
さ
れ
ま
す
の
で
、

温
泉
に
行
き
、
食
事
を
し
、
話
を

す
る
こ
と
で
気
晴
ら
し
に
も
な
り

ま
す
。
介
護
者
交
流
会
を
と
お
し

て
、
介
護
の
苦
労
を
話
す
こ
と
が

で
き
る
知
り
合
い
も
増
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
開
催
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
」。

■ 

自
宅
で
の
生
活
を
支
援 
■

暮
ら
し
に
や
さ
し
い　
　
 

住
ま
い
づ
く
り
助
成
事
業

　

平
成
五
年
度
か
ら
、
住
宅
を
さ

ら
に
快
適
で
安
全
な
生
活
が
で
き
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る
よ
う
に
改
造
す
る
場
合
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
お
手
伝
い
す
る

「
暮
ら
し
に
や
さ
し
い
住
ま
い
づ

く
り
助
成
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

安
全
・
安
心
な
自
宅
で
の

生
活
を
実
現　

安
部
新
五
郎
さ
ん
（
大
宮
）　

　
「
母
の
介
護
の
関
係
で
、
昨
年
、

助
成
事
業
を
活
用
し
て
住
宅
の
改

修
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
私
の
家

で
は
、
段
差
が
多
く
、
移
動
し
づ

ら
か
っ
た
の
で
す
が
、
部
屋
と
廊

下
と
の
段
差
を
な
く
し
、
部
屋
か

ら
浴
室
に
向
か
う
ま
で
の
通
路
に

手
す
り
を
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
高
齢
に
な
る
と
、

ち
ょ
っ
と
し
た
つ
ま
ず
き
が
大
き

な
ケ
ガ
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
く
、

い
つ
も
気
を
つ
け
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
が
、
段
差
が
な
く
な
っ
た

こ
と
で
、
危
険
も
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
現
在
、
母
は
車
い
す
で
の

げ
て
い
ま
す
。

　

要
介
護
状
態
に
な
る
前
か
ら
軽

度
の
認
定
者
を
対
象
と
し
た
筋
力

向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
低
栄
養
状

態
の
予
防
な
ど
の
介
護
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

平
成
二
十
六
年
度
の
要
介
護
者
を

国
全
体
で
約
四
十
万
人
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
社
会
は
、
今
後
、
さ
ら
に

進
ん
で
い
く
こ
と
が
確
実
で
あ
り

ま
す
の
で
、
生
き
生
き
と
輝
け
る

町
を
め
ざ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の

健
康
に
対
す
る
自
覚
を
高
め
る
と

と
も
に
、
社
会
全
体
で
支
え
合
う

仕
組
み
づ
く
り
に
一
層
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

地域全体で介護予防（地域介護予防教室）

生
活
で
す
が
、
介
護
す
る
方
も
さ

れ
る
方
も
、
手
す
り
が
つ
き
、
段

差
の
な
い
自
宅
で
の
生
活
は
安
心

で
す
」。転

倒
予
防
教
室　

　

町
で
は
、
平
成
十
三
年
度
か
ら

転
倒
予
防
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
教
室
で
、
健
康
運
動
指

導
士
と
し
て
講
師
を
務
め
て
い
る

町
立
病
院
の
木
村
陽
子
主
任
看
護

師
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
高
齢
者
が
家
の
中
で
転
ん
で
、

骨
折
し
た
り
頭
を
打
っ
た
り
す
る

と
、
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
病
気

が
悪
化
し
た
り
、
痴
ほ
う
や
寝
た

き
り
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
転
倒
予
防
教

室
で
は
、
筋
力
を
つ
け
、
生
活
環

境
を
見
直
す
こ
と
で
活
動
的
な
生

活
の
実
現
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

ボ
ー
ル
遊
び
や
朗
読
劇
、
温
水

プ
ー
ル
な
ど
で
の
簡
単
な
運
動
を

と
お
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
転
倒

予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
教

室
の
実
施
前
と
実
施
後
に
体
力
測

定
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
参
加
さ

れ
た
方
の
ほ
と
ん
ど
が
、
教
室
受

講
後
に
は
体
力
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
転
ぶ
こ
と
は
十
分
予
防
で
き

ま
す
の
で
、
普
段
の
生
活
を
見
直

す
こ
と
が
大
切
で
す
」。

健
康
な
毎
日
を
送
る
た
め
に

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
明
る
く
活

力
あ
る
超
高
齢
社
会
」
の
構
築
を

め
ざ
し
、
介
護
予
防
の
推
進
を
あ みんなで楽しく予防（転倒予防教室）
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山
々
の
葉
が
一
斉
に
色
づ
き
、
白
い
森
の
国
は
、
実
り
の
秋

を
迎
え
る
。
人
々
は
、
恵
み
を
与
え
て
く
れ
た
自
然
に
感
謝
し

な
が
ら
収
穫
作
業
に
追
わ
れ
る
日
々
を
送
る
。

　

豊
か
な
自
然
は
、
今
も
終
わ
り
の
な
い
豊
穣
の
秋
を
私
た
ち

に
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。

新町50周年記念

写真で振り返る５０年
シリーズ６

写真で振り返る５０年

新町50周年記念

懐かしい秋の風景
シリーズ６

懐かしい秋の風景

刈り入れを迎えた田んぼは子どもたちにとっては遊び場になる

豊作を祝うー舟渡獅子踊りー オガクズによるナメコの栽培
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　タバコの葉の豊作に自然と顔もほころぶ

今となっては珍しいはせがけの作業
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十
月
二
十
三
日
に
発
生
し

た
新
潟
県
中
越
地
震
の
被
害

は
大
き
く
、
二
十
八
日
朝
の

段
階
で
は
、
亡
く
な
ら
れ
た

方
が
三
十
二
人
、
そ
し
て
、

九
万
八
千
人
の
方
々
が
体
育

館
な
ど
に
避
難
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
被
災
者
の
方
々
に
、

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

飲
料
水
や
毛
布
、
携
帯
用
カ

イ
ロ
な
ど
の
救
援
物
資
を
お

送
り
い
た
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
今
回
の
よ
う
な
地

震
が
起
き
て
不
思
議
で
は
な

い
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

年
が
明
け
れ
ば
、
阪
神
大
震

災
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
年
。
防

災
に
対
す
る
意
識
を
一
層
高

め
な
が
ら
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

被
災
地
の
早
期
復
旧
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

小
国
町
長　

小
野
精
一

町
長
室
か
ら

町町
長
室
か

長
室
か
らら

消火器を使った初期消火訓練

腰を低くして煙の充満したハウスより脱出

　小国町総合防災訓練を１０月３日、小玉川
小中学校を会場に実施し、日本海沖を震源
とする震度６の地震が小国町で起き、建物
の損壊や火災、交通機能のまひ、死傷者が
発生したなどを想定して訓練を行いました。
　当日は、小玉川地区のかたがたや町消防
団員約２５０人が参加し、煙が充満した室内か
らの脱出や消火器とバケツリレーでの初期
消火訓練、炊き出し、けが人の応急処置、
医療救護訓練などを行ったほか、山形県の
消防防災ヘリ「もがみ」による救助訓練も
披露されました。万が一の際に適切な対応
がとれるよう、真剣な表情で訓練に臨んで
いました。

訓練を実施
　

町
の
人
権
擁
護
委
員
に
渡
部
一

郎
さ
ん
（
町
原
）
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
住
民
の
基

本
的
人
権
を
守
る
た
め
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
全
国
の
各
市

町
村
に
配
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
主
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
人
権
相
談
を
受
け
る
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
や
法
律
に
関
し
て
わ
か
ら

な
い
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に

渡
部
一
郎
さ
ん 委嘱を受ける渡部さん（右）
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人
生
の
半
ば
、
更
年

期
に
は
い
り
、
女
性
ホ

ル
モ
ン
の
急
激
な
変
化

で
体
に
は
こ
れ
と
い
っ

た
病
的
な
診
察
や
検
査
結
果
が
な

い
の
に
さ
ま
ざ
ま
な
不
快
症
状
が

現
れ
ま
す
。
ほ
て
り
、
め
ま
い
、

冷
や
汗
、
息
切
れ
、
く
よ
く
よ
す

る
、
ゆ
う
う
つ
に
な
る
、
眠
れ
な

い
、
興
奮
す
る
、
な
ど
な
ど
・
・
・
。

　

そ
ん
な
時
期
を
日
常
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
と
効
果
が
あ
る
の

か
・
・
・
全
国
の
更
年
期
女
性
の

調
査
結
果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
①

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
②
積
極
的
活

動
や
運
動
③
食
事
・
健
康
食
品
④

買
い
物
・
外
出
の
四
因
子
の
効
果

が
認
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
有
効
と
感
じ
た

人
は
、
健
康
状
態
の
い
い
人
、
ス

ト
レ
ス
が
や
や
高
い
人
、
女
性
特

有
の
症
状
（
肌
荒
れ
・
更
年
期
障

木
村
淳
子

町
立
病
院  
看
護
部
長

癒しの園癒しの園
健康考話健康考話

シリーズ 8

害
）
を
も
つ
人
で
し
た
。
積
極
的

活
動
や
運
動
が
有
効
と
認
識
し
て

い
る
人
は
、
日
頃
か
ら
運
動
習
慣

の
あ
る
人
で
し
た
。
食
事
・
健
康

食
品
の
有
効
性
の
認
識
が
高
い
人

は
、
症
状
を
多
く
も
つ
人
で
し
た
。

一
方
、「
喫
煙
量
の
増
加
」「
飲
酒

の
増
加
」「
食
事
量
の
増
加
」
な
ど

の
暴
飲
暴
食
に
よ
る
回
避
行
動
や
、

「
ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
で
何
も

し
な
い
」
や
「
人
と
あ
ま
り
会
わ

な
い
」
と
い
う
対
応
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
女
性
は
効
果
が
な
い
と
答

え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
に
「
医

師
・
薬
剤
師
・
看
護
師
に
相
談
す

る
」
と
い
う
項
目
は
大
変
役
立
つ
、

か
な
り
役
立
つ
と
あ
り
ま
し
た
。

お
お
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

更
年
期
に
健
診
を
受
け
る
こ
と
、

医
療
機
関
で
必
要
な
治
療
を
す
る

こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
い
か
に
上

手
に
生
き
る
か
の
自
分
で
行
う
健

康
管
理
は
、
心
身
の
状
態
や
生
活

習
慣
の
あ
り
か
た
で
相
違
が
あ
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
自
分

の
身
体
は
最
後
ま
で
一
緒
で
す
。

い
た
わ
り
な
が
ら
、
よ
り
よ
く
生

き
る
方
策
を
自
分
な
り
に
見
つ
け

ま
し
ょ
う
。

火元をめがけて（放水訓練） 手際よくけが人を手当（応急救護訓練）

みんなの力をあわせて（バケツリレー）

小国町総合防災　　
万が一に備

えて
万が一に備

えて
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町
営
住
宅
等
の
入
居
者
募
集

■
町
営
住
宅

▼
幸
町
団
地　
　

２
Ｋ　
　

２
戸

▼
小
坂
町
団
地　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

▼
あ
け
ぼ
の
団
地　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

▽
対
象　

同
居
す
る
親
族
が
あ
り
、

住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た
で
、

前
年
度
所
得
額
が
月
額
二
十
万

円
以
下
の
か
た

■
勤
労
者
住
宅

▼
小
坂
町
１
号
棟

　

２
Ｄ
Ｋ 
１
戸（
家
賃
三
万
八
千
円
）、

　

２
Ｋ　

２
戸（
家
賃
三
万
三
千
円
）

込
み
の
か
た
を
含
む
）、昭
和　
４９

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

か
た

■
申
込
書
の
受
付
期
間

　
　

月
１
日
�
〜　

日
�

１１

１９

■
申
込
書
の
受
付
時
間

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
毎
日
）

■
受
付
場
所　

西
置
賜
行
政
組
合

事
務
局
（
長
井
市
）

■
試
験
日
と
試
験
会
場

　
　

月　

日
�

１１

２８

　

西
置
賜
行
政
組
合
消
防
本
部
内

■
試
験
内
容

▼
一
次
試
験　

短
大
卒
程
度
一

般
教
養
試
験
、
短
大
卒
程
度

栄
養
士
専
門
試
験
、
適
性
試

験
（
筆
記
）、
作
文

▼
二
次
試
験　

人
物
試
験

■
申
込
書
の
請
求
方
法

　
　

申
込
書
は
、
消
防
署
小
国
分

署
に
あ
り
ま
す
の
で
、
直
接
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

西
置
賜
行
政
組
合
事

務
局
（
�　

―
４
３
３
６
）
へ

８８

牛
乳
パ
ッ
ク
紙
す
き
体
験
募
集

■
日　

時　
　

月　

日
�

１１

１３

午
前
９
時
〜　

時
、
午
前　

時

１０

１０

　

分
〜　

時　

分
、
午
後
１
時

３０

１１

３０

〜
２
時　

各　

名
３０

■
場　

所　

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
体
験
工
房

■
講　

師　

長
井
市
消
費
生
活
者

皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　� ６２－２６１１
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踏切事故防止のため

　冬期間の列車輸送の安全確保のため、踏切
の敷板をはずします。そのため次の踏切で車
両通行止めとなりますので、みなさまの協力
をお願いします。
■期　間　平成１６年１１月２４日�から
　　　　　平成１７年３月３１日�まで
■通行止めとなる踏切
◇霜下踏切（箱口地内）◇霜下踏切（箱口地内）
◇松坂踏切（伊佐領地内）◇松坂踏切（伊佐領地内）
◇木落踏切（町原地内）◇木落踏切（町原地内）
◇西岩井沢踏切（諏訪神社東側）◇西岩井沢踏切（諏訪神社東側）
◇滝沢踏切（電興前）◇滝沢踏切（電興前）
◇増岡踏切（幸町地内）◇増岡踏切（幸町地内）
◇赤芝踏切（ドライブイン跡地裏）

■問合先　地域整備課へ

▽
対
象　

小
国
町
で
働
い
て
い
る

か
た

■
募
集
期
間　
　

月
２
日
�

１１

　
　
　
　
　
　
　

〜
９
日
�

■
入
居
時
期　
　

月
上
旬

１２

■
敷　

金　

家
賃
の
３
ヵ
月
分

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

西
置
賜
行
政
組
合
職
員
募
集

■
職
種
お
よ
び
募
集
人
員

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
い
た
ま
荘

　

栄
養
士　
　
　
　

１
名

■
受
験
資
格　

長
井
市
、
小
国
町
、

白
鷹
町
、
飯
豊
町
に
居
住
の
か

た
、
ま
た
は
居
住
す
る
予
定
の

か
た
で
、
管
理
栄
養
士
、
ま
た

は
栄
養
士
の
免
許
を
有
し
（
平

成　

年
３
月　

日
ま
で
取
得
見

１７

３１

の
会

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

１０

２９

■
申
込
・
問
合
先　

千
代
田
ク
リ

　

ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
第
二
係

　
（
�
０
２
３
８
―　

―
４
０
０

５７

４
）
へ

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習 

受
講
生
募
集

■
日　

程

▼
第
一
種　
　

月　

日
�
〜　

１１

２４

２６

日
�

▼
第
二
種　
　

月　

日
�
〜　

１１

３０

１２

月
２
日
�
（
各
３
日
間
）

■
場　

所　

山
形
県
建
設
会
館

　
　
　
　
　
（
山
形
市
）

■
受
講
料

　

各
種
と
も
三
万
三
千
八
十
円

■
申
込
受
付
期
間

　
　

月　

日
�
〜　

月
５
日
�

１０

２５

１１

　
（
持
参
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
）

■
申
込
書
の
請
求
方
法

　
　

申
込
書
は
、
消
防
署
小
国
分

署
に
あ
り
ま
す
の
で
、
直
接
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

山
形
県
消
防

設
備
保
守
協
会
（
�
０
２
３
―

６
３
０
―
２
５
５
８
）
へ

労
働
基
準
協
会
各
種
講
習
会

■
第
一
種
衛
生
管
理
者
免
許
試
験

受
験
準
備
講
習

▼
日　

時　

平
成　

年
１
月　

１７

１２

日
�
〜　

日
�
（
３
日
間
）

１４

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（　

日
は
午
前
９
時　

分
か
ら
）

１２

３０

▼
受
講
料　

一
万
六
千
二
百
八

十
円

■
特
定
化
学
物
質
等
作
業
主
任
者

技
能
講
習

▼
日　

時　

平
成　

年
１
月　

１７

２０

日
�
〜　

日
�
（
２
日
間
）

２１

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（　

日
は
午
前　

時
か
ら
）

２０

１０

▼
受
講
料　

九
千
百
八
十
円

■
有
機
溶
剤
作
業
主
任
者
技
能
講
習

▼
日　

時　

平
成　

年
２
月
３

１７

日
�
〜
４
日
�
（
２
日
間
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
（
３
日
は
午
前　

時
か
ら
）

１０

▼
受
講
料　

九
千
百
八
十
円

▼
場　

所　

そ
れ
ぞ
れ
山
形

ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ（
山
形
市
）

▼
定　

員　

そ
れ
ぞ
れ
百
名

▼
申
込
期
限　

そ
れ
ぞ
れ
試
験

日
の
１
週
間
前
ま
で

※
申
込
・
問
合
先　

置
賜
労
働
基

準
協
会
（
�
０
２
３
８
―　

―
２１

５
６
７
８
）
へ

救
命
講
習
会

■
日　

時　
　

月　

日
�

１１

１４

冬期間通行止め冬期間通行止め
踏切事故防止のため
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午
前
９
時
〜　

時
１２

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

心
肺
蘇
生
法
な
ど
の

救
命
手
当
や
応
急
手
当
な
ど
の

講
習

■
受
講
料　

無
料

■
そ
の
他　

当
日
は
実
技
も
あ
り

ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

消
防
署
小
国
分
署

　
（
�　

―
２
１
５
４
）
へ

６２

白
い
森
柔
道
大
会
２
０
０
４

■
日　

時　
　

月　

日
�
午
前
９

１１

２０

時　

分
〜
（
翌
日　

日
�
午
前

４０

２１

９
時
〜
合
同
練
習
会
）

今月の町長と語る日は１１月２４日�です。
お気軽においでください。

▼
日　

程　
　

月　

日
�

１１

２６

▼
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

操
作
許
可
証
を
お

持
ち
の
か
た

▼
内　

容　

映
写
機
の
点
検
整

備
の
実
習
、点
検
済
証
の
発
行

▼
申
込
期
限　
　

月　

日
�

１１

１９

■
操
作
講
習
会

▼
日　

程　
　

月
１
日
�

１２

▼
内　

容　

映
写
機
の
操
作
方

法
お
よ
び
フ
ィ
ル
ム
の
正
し

い
取
り
扱
い
方

▼
そ
の
他　

操
作
許
可
証
が
取

得
で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限　
　

月　

日
�

１１

２６

※
申
込
・
問
合
先　

教
育
委
員
会

事
務
局
へ

■
場　

所　

町
民
体
育
館

■
内　

容　

山
形
、
新
潟
両
県
よ

り
中
学
生
が
集
い
、
団
体
戦
を

行
い
ま
す
。

■
問
合
先　

多
勢
さ
ん
（
�　

―
６２

２
０
４
３
）
へ

白
い
森
子
ど
も
情
報
セ
ン
タ
ー 

「
体
験
教
室
」

■
日　

時　
　

月　

日
�

１１

２０

　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

■
場　

所　

町
内
各
地

　

午
前　

中
心
部
、
北
部
方
面

　

午
後　

南
部
、
東
部
方
面

■
内　

容　

バ
ス
に
乗
っ
て
、
小

国
町
の
文
化
財
や
十
三
峠
を
め

ぐ
り
、
歴
史
を
学
び
ま
す
。

■
対
象
者　

小
学
１
〜
６
年
生

■
定　

員　
　

名
５０

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

１１

１７

■
申
込
・
問
合
先　

教
育
委
員
会

事
務
局
へ

置
賜
地
区
自
作
視
聴
覚 

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

■
対
象
者　

ア
マ
チ
ュ
ア
の
か
た

■
募
集
作
品

◎
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
教
材

と
し
て
活
用
で
き
る
作
品

◎
ス
ラ
イ
ド
、
ビ
デ
オ
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ

シ
ー
ト
、紙
芝
居
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ソ
フ
ト
な
ど
自
作
の
作
品

　
（
た
だ
し
、他
の
コ
ン
ク
ー
ル
等

で
入
選
し
て
い
な
い
作
品
に
限

り
ま
す
）

■
出
品
期
限　
　

月
８
日
�

１１

■
出
品
料　

無
料

■
出
品
方
法　

応
募
要
項
と
出
品

票
は
、
教
育
委
員
会
に
準
備
し

て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
作
品
と
と
も
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

教
育
委
員
会
事
務
局

へ
　

ミ
リ
映
写
機
整
備 

１６お
よ
び
操
作
講
習
会

■
整
備
講
習
会

年金相談

○日　程　１１月１７日�
○受　付　１０：３０～１４：３０
○場　所　役場町民相談室
○内　容　年金に関すること
○問合先　町民課へ

弁護士無料法律相談

○日　　時　１２月８日�　１０：００～１５：００
○場　　所　総合センター
○申込期限　１１月３０日�
○そ の 他　相談は予約制とし、申込順となります。
○問 合 先　町民課へ
【今後の開催予定】２月２５日�

人権・法律なんでも相談

　法務局・人権擁護委員会では「人権・法律・なん
でも相談所」を開設します。相談は無料で、秘密は
厳守されますので、気軽に相談してください。
○日　程　１２月８日�　１０：００～１５：００
○場　所　総合センター
○相談員　長井法務局職員、町人権擁護委員
○問合先　町民課へ

休日および平日夜間の年金相談

○休日年金相談日時
　１１月６日�、７日�　午前９時３０分～午後４時
○平日夜間年金相談日時
　１１月８日�～１２日�　午後７時まで
○場　所　休日、夜間ともに米沢社会保険事務所
○持参するもの　年金手帳または免許証など身分を
証明できるもの

○問合先　米沢社会保険事務所
　　　　　（�０２３８－２２－４２２０）へ

無料交通事故相談

○日　程
　月～金曜日（祝祭日を除く）９：００～１７：００
○弁護士相談日程
　毎月第一、第三水曜日　１３：００～１６：００
○場　所
　山形市香澄町３－１－７朝日生命ビル７階
○問合先　山形自動車保険請求相談センター
　　　　　（�０２３－６３３－０５８９）へ
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お知らせコーナーお知らせコーナー

＊＊＊新刊図書＊＊＊
◆空中ブランコ 奥田　英朗

◆邂逅の森 熊谷　達也

◆介護入門 モブ・ノリオ

◆約束 石田　衣良

◆思いわずらうことなく愉しく生きよ
江國　香織

◆あたりまえだけど、とても大切なこと
ロン・クラーク

◆国のうた 弓狩　匡純

◆天国の本屋 松久　淳、田中　渉

◆クロス・ゲーム 中野　順一

◆かいけつゾロリとまほうのへや
原　ゆたか

※ほか多数入荷しました。 

総合センターから総合センターから

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
初
歩
的
な
こ
と
が
中
心

で
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

■
場　

所　

小
国
高
等
学
校

■
定　

員　

各
コ
ー
ス
と
も　

名
２０

※
た
だ
し
、
親
子
コ
ー
ス
は　

名
３０

　
（
先
着
順
と
な
り
ま
す
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
・
問
合
先　

教
育
委
員
会

事
務
局
へ

男
女
共
同
参
画
講
座

■
日　

時　
　

月　

日
�

１１

２１

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

■
場　

所　

長
井
市
置
賜
生
涯
学

習
プ
ラ
ザ

■
内　

容

　

▼
講
演
会

　

演
題
「
女
と
男
い
い
関
係
」

　

講
師　

林
家
染
丸
氏

■
そ
の
他　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
念
仏
踊
り
や
ハ
ー
モ
ニ
カ

演
奏
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法　

電
話
で
事
前
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

総
務
企
画
課

へ置
賜
園
芸
セ
ミ
ナ
ー

■
日　

時　
　

月　

日
�

１１

１２

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

１５

■
場　

所　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま

本
店
（
川
西
町
）

■
内　

容

▼
基
調
講
演

　

演
題
「
え
だ
ま
め
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
産
地
情
勢
と
置
賜
の
産

地
づ
く
り
に
望
む
こ
と
」

　

講
師　

川
崎
青
果
㈱

　
　
　
　

岡
田
公
成
氏

▼
産
地
研
究
課
の
研
究
成
果
紹

介
な
ど

■
対
象
者　

え
だ
ま
め
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
生
産
者
の
か
た

■
参
加
費　

無
料

■
問
合
先　

置
賜
園
芸
セ
ミ
ナ
ー

実
行
委
員
会
事
務
局
（
�
０
２

３
８
―　

―
３
４
１
１
）
へ

５７

ご
案
内

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者 

登
録
更
新

　

日
本
下
水
道
協
会
山
形
県
支
部

に
登
録
し
て
い
る
責
任
技
術
者
で
、

登
録
の
有
効
期
限
が
平
成　

年
１

１７

月　

日
ま
で
の
か
た
は
、
現
在
所

３１
属
し
て
い
る
指
定
工
事
店
所
在
地

の
市
町
村
で
、
更
新
手
続
き
が
必

要
で
す
。

■
該
当
者　

登
録
有
効
期
限
が
平

成　

年
１
月　

日
ま
で
の
か
た

１７

３１

■
更
新
申
請
期
間

　
　

月
１
日
�
〜　

日
�

１１

２６

■
必
要
な
手
続
き

　

○
登
録
更
新
の
申
請

　

○
更
新
講
習
会
の
受
講

■
申
請
・
問
合
先　

地
域
整
備
課

へ

県
有
地
一
般
競
争
入
札

■
売
却
物
件　

元
小
国
警
察
第
１

号
公
舎
（
建
物
付
き
）

■
場　

所　

小
国
町
小
国
小
坂
町

一
丁
目　

番
地
１

７１

■
地　

目　

宅
地

■
面　

積　

宅
地
三
二
四
・
七
六

㎡
（
実
測
）、
住
宅
建
八
五
・
〇

五
㎡
、
雑
屋
建
六
・
五
六
㎡

■
説
明
会
日
時
お
よ
び
場
所

　
　

月
８
日
�
午
後
１
時　

分

１１

３０

　

現
地

■
入
札
日
時
お
よ
び
場
所

　
　

月　

日
�
午
後
１
時　

分

１１

２６

３０

　

小
国
警
察
署

■
問
合
先　

山
形
県
管
財
課
（
�

０
２
３
―
６
３
０
―
２
０
６

５
）
へ

調
理
師
業
務
従
事
者
届

　

調
理
師
法
に
よ
り
、
飲
食
店
等

に
お
い
て
調
理
の
業
務
に
従
事
す

る
調
理
師
は
、
２
年
ご
と
に
就
業

地
の
都
道
府
県
知
事
に
「
調
理
師

業
務
従
事
者
届
」
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
そ
の
届
出
の
年
に

な
っ
て
い
ま
す
。

■
届
出
対
象
者　

学
校
、
病
院
、

事
業
所
、
社
会
福
祉
施
設
、
飲

食
店
な
ど
で
調
理
の
業
務
に
従

事
し
て
い
る
調
理
師
の
か
た

■
届
出
方
法　

届
出
用
紙
は
、
各

保
健
所
、
県
保
健
薬
務
課
な
ど

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
　

平
成　

年　

月　

日
現
在
の

１６

１２

３１

状
況
を
記
入
し
、
平
成　

年
１

１７

対　　　象内　　容時　　間期　　日コ ー ス

パソコンの初心者、高
齢者のかた。受講可能
な日だけの参加も可。

パソコンの基本、
はがき印刷等

１９：００～２１：００１１月２４～２６日
基本コース

９：００～１２：００１１月２７～２８日

EXCEL初級程度EXCELの初歩１９：００～２１：００
１１月３０日～　
　　１２月２日

EXCEL　　 
初心者コース

親子で参加
パソコンでクラ
フト作りなど

９：００～１２：００１２月４～５日親子コース

 ■受講日程と対象者



場　　所対　　象受 付 時 間乳 幼 児 健 診月　日

健康管理センター
※持ち物
母子健康手帳、問診票
（３カ月児、１歳児健
康診査は除く）

１５年４～６月生まれ１２：３０～１３：００１歳６カ月児健康診査１２/１７

１６年９月生まれ
１３：００～１３：１５

３カ月児健康診査
１２/２４

１５年１２月生まれ１歳児健康診査

保健カレンダー

■問合先　健康福祉課へ

小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

お知らせコーナーお知らせコーナー

月　

日
ま
で
、
置
賜
保
健
所
ま

１４
た
は
県
保
健
薬
務
課
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

置
賜
保
健
所
ま
た
は

県
保
健
薬
務
課
（
�
０
２
３
―

６
３
０
―
２
９
１
９
）
へ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

▽
『
あ
そ
び
の
広
場
』

■
日　

程　
　

月　

日
�
子
育
て

１１

１６

講
座
「
白
百
合
保
育
園
園
長
先

生
の
講
話
」、　

日
�
、　

月
７

３０

１２

日
�
、　

日
�

１４

■
時　

間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▽
『
な
か
よ
し
広
場
』

■
日
程
と
場
所

▼　

月　

日
�
、　

月
２
日
�

１１

１８

１２

　

総
合
セ
ン
タ
ー
交
流
室

▼　

月　

日
�
、　

月
９
日
�

１１

２５

１２

　

お
ぐ
に
保
育
園

■
時　

間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

▽
『
子
ど
も
愛
ラ
ン
ド
』

■
日　

時　
　

月　

日
�

１２

１１

　
　
　
　
　

９
時
〜　

時　

分

１２

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

親
子
で
の
「
押
し
寿

司
作
り
」、
大
型
絵
本
等

※
詳
し
い
こ
と
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー（
�　

―
２
３
３
０
）

６２

へ

平成１６年１０月１日から 
山形県の最低賃金改正 山形県の最低賃金改正 
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就業時間年  齢職       種求人数事  業  所  名

８：００～１７：００１８～５５土木施工管理技士、土木作業員４人山 和 建 設 ㈱
８：００～１７：００２５～４５土木建築作業員１人安 部 工 業 ㈱
８：００～１７：００不問ダンプ運転手、事務員３人大 河 内 産 業 ㈲
８：００～１７：００不問土木施工管理技士１人㈱ 船 山 工 務 店
８：００～１７：００２５～４５土木技術員２人遠 藤 建 設 ㈱

８：００～１７：００１８～５０
土木施工管理技士、重機オペ
レーター、分別事務員、営業

６人㈱ 横 川 建 設

８：００～１７：００１８～４５板金、溶接加工員１人㈲ ウ ェ ー ブ
８：１５～１７：１０１８～３５組立検査２人広重産業㈱小国工場
８：００～１７：４０不問マシンオペレーター５人㈱クリスタルプロットラッド山形営業所
８：３０～１６：４０ほか不問オペレーター３人㈱アイライン山形支店
８：３０～１６：４０ほか１８～４５重機オペレーター５人㈱ダイテック小国事業所
８：３０～１７：００３０～６５洗浄工１人㈲ 小 国 技 研
８：００～１７：００１８～６５交通誘導１０人㈲ 村 上 警 備 保 障
８：００～１７：００１８～４０電気工事２人ハ イ コ ー ㈱
８：００～１６：４５ほか２０～４０給油業務員１人㈱ジェイエイサービスおきたま
８：３０～１６：４０ほか１８～５０シリコンウェハー製造５人㈱トーコー庄内営業所
８：３０～１７：１５ほか１８～３４製造２人日本重化学工業㈱
９：００～１７：４５２１～４５機械設計３人㈱アプロ仙台営業所
９：００～１７：４５２２～４０機械設計１人㈱インタープロジェクト仙台営業所
８：００～１７：００不問サービススタッフ２人アベプランニング
８：００～１７：００２０～４０セールスドライバー２人ヤマト運輸㈱小国営業所
８：００～１８：００間の４時間１８～２５事務、営業１人㈲メディアサービス
９：００～１７：１５２０～５０保険営業１０人日本生命保険相互会社川西営業所
９：１０～１６：５０２５～５５保険営業５人朝日生命保険相互会社長井営業所
８：００～１７：３０ほか１８～４０パチンコホールスタッフ２人㈲コンズカンパニー
１０：００～２０：００ほか１８～４０店員３人㈲ ク リ エ イ ト
８：４５～１８：００１８～５０店員２人㈲ 蔵 王 ス ト ア ー
８：００～１７：００１８～４０農産物加工３人㈲新股・河原角農畜産物加工施設
８：００～１７：００１８～４５麺製造２人㈱ 小 国 製 麺
１１：００～２０：００ほか２０～４０精肉加工員、店員２人㈱ 肉 の 白 萩 屋
１１：００～１４：００ほか１８～４５調理、販売６人㈲白い森よこね物産品直売所
９：００～１８：００ほか２３～６５介護員４人㈱キュアドリーム
９：００～１８：３０ほか不問薬剤師、医療事務員２人カインドネス㈲おぐに調剤薬局
９：００～１６：００ほか不問薬剤師１人㈲白い森調剤薬局

　左の表は、１０月１９日現在の新規求人の
内容です。無効になっている場合もありま
すのでご了承ください。このほかの求人
情報は、ハローワーク長井（�８４―８６０９）へ。

求人情報求人情報求人情報

■問合先　米沢労働基準監督署
　　　　　（�０２３８－２３－７１２０）へ

就職面談会参加企業募集
　平成１７年３月に高校を卒業予定の
かたを対象とした、就職面談会を開
催します。地元に就職を希望してい
る高校生を採用希望の事業主のかた
は、ぜひ参加してください。
■日　時　１１月２６日�１３：００～１５：３０
■場　所　グランドホクヨウ米沢
　　　　　（米沢市）
■申込期限　１１月１２日�
■申込・問合先　ハローワーク長井
　　　　　　　　（�８４－８６０９）へ

平成17年3月新規高卒者対象
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■健康管理を心がけてください

　国民健康保険（国保）は、私たちが病気やけ
がをしたときに安心して診療を受けられるよう、
普段からお金（保険税）を出し合い、いざとい
うときに備える助け合いの制度です。しかし、
医療費の増加に伴い、小国町の国保が医療費を
負担するために支払うお金（医療給付費等）も
増加してきています。今のまま増え続けると、
医療費の財源の一つである、みなさんの保険税
の負担が大きくなってしまいます。また、国保
制度そのものを運営するのが困難になります。
そうならないためにも、日頃からの健康管理を
心がけてください。
■健康維持と医療費節約のポイント

○日常生活に運動を取り入れましょう。
○かかりつけのお医者さんをもちましょう。
○定期的に健康診断を受け、病気の早期発見、

早期治療に努めましょう。
○重複していくつもの病院にかかることはやめ
ましょう。

○薬をむやみに要求しないようにしましょう。
　（適切な診断を受け、処方してもらいましょう）
○急病でない限り、夜間や休日の受診は控えま
しょう。

■高額医療費について

　高額医療費の支給申請は、受診した月の翌月
の１日（ただし、一部負担金を診療月の翌月以
降に支払ったときは、支払った日の翌日）から
２年で時効になります。町からの支給申請の通
知があった場合は、速やかに申請をお願いしま
す。
　なお、町が支給対象者に対し、時効中断の通なお、町が支給対象者に対し、時効中断の通
知を送付した場合は、申請が可能となります。知を送付した場合は、申請が可能となります。

■問合先　町民課へ

11月9日（火）
15：00より

－医療費を大切にしましょう－－医療費を大切にしましょう－

小国 

大滝 

叶水 

至南陽 

小国 

大滝 

叶水 

箱ノ口 

至南陽 

町道 
横川ダム湖岸線 
（延長３．０㎞） 

主要地方道玉川沼沢線 
（延長１．６㎞） 

新バス停 
“羽前市野々” 

新バス停 
“展望台” 

　横川ダム建設に伴い、工事が進め
られてきた主要地方道玉川沼沢線、
町道横川ダム湖岸線の工事が完成し、
次のとおり開通します。

日　　時　平成１６年１１月９日�
　　　　　午後３時～
開通路線　町道横川ダム湖岸線
　　　　　（延長３.０㎞）
　　　　　主要地方道玉川沼沢線
　　　　　（延長１.６㎞）
町営バス　開通に伴い、町営バス東

部線（箱ノ口～下叶水）
の路線及び停留所が変更
になります。これに伴い、
町営バス停留所「中の橋」、
「木の谷」は廃止になり
ます。

問 合 先　地域整備課・町民課へ

主要地方道玉川沼沢線
町道横川ダム湖岸線が開通します

国民健康保険からのお知らせ

老人保健からのお知らせ

路線変更
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小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

　

行
政
書
士
は
、
官
庁
や
役
所
な
ど
に
提
出
す
る
諸
書
類
の

作
成
、
相
談
、
提
出
代
理
を
行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
次
の

よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
り
、
書
類
の
作
成
や

提
出
な
ど
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
依
頼
し
た
場
合
は
、
県
知
事
の
許
可
料
金
に
基
づ

い
た
報
酬
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
行
政
書
士
の
主
な
仕
事

　
　

農
地
法
の
許
可
申
請
、
入
札
資
格
審
査
申
請
、
法
人
設

立
、
契
約
書
・
示
談
書
の
作
成
、
遺
産
分
割
協
議
書
作
成
、

自
動
車
登
録
、
車
庫
証
明
、
農
業
者
年
金
手
続
き
、
内
容

証
明
書
作
成
、
会
計
帳
簿
記
帳
処
理
、
官
公
署
に
提
出
す

る
電
磁
的
記
録
な
ど

■
問
合
先　

山
形
県
行
政
書
士
長
井
支
部
事
務
局
（
�　

―
８８

９
２
６
４
）
へ

年金を受けているかたが亡くなられたときは年金を受けているかたが亡くなられたときは
届出が必要です届出が必要です

行
政
書
士
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　年金を受けているかたが亡くなられたとき、遺
族のかたは市町村役場への戸籍関係の届け出と
同時に、国民年金の窓口にも届け出が必要になり
ます。ただし、厚生年金を受けているかたが亡く
なられたときは、最寄りの社会保険事務所に届け
出ることになりますので注意してください。
　この届け出が遅れると、死亡後も年金がそのま
ま支払われ、遺族のかたが返納することになりま
す。また年金は、死亡した日の属する月まで支払
われるので、未支給の年金があるときは、遺族の
かたが請求することによって支払われます。
■問合先　町民課へ

国民年金からのお知らせ

　本年１２月１日から、国内産牛肉
に個体識別番号が表示されます。
　個体識別番号とは、国内で飼わ
れている牛１頭ごとに付けられ
る１０桁の番号です。
　牛肉の小売店、牛肉の料理専門
店などにおいて、店頭、パック、
メニューなどに表示されます。
　表示された番号により、牛の出
生から消費まで変わることのな
い個体識別番号で管理されるこ
とになり、生産履歴（種別、生年
月日、飼育地などの個体情報）を
インターネットで検索できます。
■問合先　東北農政局山形農政
事務所（�０２３８－４３－４２１０）へ

国内産牛肉に

個体識別番号が
表示されます

預金保険制度が変わります
　平成１７年４月以降は、全額保
護される決済用預金を除き、預
金者１人当たり、元本１千万円
までとその利息が保護の対象と
なります。

○「決済用預金」とは「無利息、要
求払い、決済サービスを提供
できる」という条件を備えた
預金で、当座預金や利息の付
かない普通預金が該当します。
○利息が付く普通預金や定期預
金等については、預金者１人
当たり、元本１千万円までと
その利息が保護されます。

■問合先　金融機関の窓口また
は預金保険機構（�０３－３２１２－
６０２９）へ

陶芸、写真などを展示します。

高高齢齢者者作作品品展展

■日　時　１１月１６日�～１８日�
　　　　　８：３０～１９：００
■場　所　健康管理センター「風のホール」
　　　　　町立病院リハビリ室前廊下
■問合先　健康福祉課へ

高齢者作品展 期
間
中
は
、

  

午
前
７
時 
と 

  

午
後
６
時 
に

非
常
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

消
防
署
小
国
分
署

「
火
は
消
し
た
？

い
つ
も
心
に

聞
い
て
み
て
」

秋
の
火
災
予
防
運
動

11

月9
日～15日

11

月9
日～15日

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
補
助
対
象
者　

集
熱
器
の
総
面
積

　

�
ま
で
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

７５を
設
置
さ
れ
る
か
た

■
補
助
金
額　

集
熱
器
の
総
面
積
に

応
じ
た
補
助
金
（
６
�
で
約
十
万

円
、　

�
で
約
百
二
十
五
万
円
）

７５

※
住
宅
以
外
の
建
物
に
設
置
す
る
場

※
住
宅
以
外
の
建
物
に
設
置
す
る
場

合
も
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

合
も
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
す
。

■
問
合
先

■
問
合
先　

財
団
法
人
新
エ
ネ
ル

財
団
法
人
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
財
団
（

ギ
ー
財
団
（
��
０
３
―
５
２
７
５

０
３
―
５
２
７
５

―
９
５
６
６
）
へ

―
９
５
６
６
）
へ

―
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
補
助
制
度
―
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人
口
の
う
ご
き 

誕生おめでとうございます。 

り ん  

小国小坂町 斎　藤　　凜 
　光 
里　美 （ 

き ず く  

あけぼの 舟　山　　築 
直　幸 
弘　江 （ 

おくやみ申し上げます。 

人  口　男 … 4,904人（－3） 
女 … 5,160人（－6） 
計…10,064人（－9） 

世帯数 　　3,306世帯（－4） 
平成16年9月30日 

片 貝  
小国小坂町 
若 山  
中 島  
五 味 沢  
小 国 町  
舟 渡  
兵 庫 舘  
金 目  
幸 町  
　 西 　  
足 水 中 里  
小 玉 川  

(75) 
(90) 
(88) 
(95) 
(87) 
(91) 
(77) 
(62) 
(47) 
(92) 
(81) 
(84) 
(79)

佐　藤　久　美 
塚　原　勘　市 
齋　藤　チ　エ 
山　口　松太郎 
佐藤　長左衛門 
齋　藤　　　幸 
伊　藤　　　光 
渡　部　幸　二 
齋　藤　郁　子 
福　盛　吉之助 
　今　　勇　作 
小　嶋　健　壽 
舟　山　冨美子 

小国小坂町 
新 潟 県  

佐　藤　春　介 
石　田　沙奈江 （ 

東 京 都  
叶 水  

柳　沢　晃　平 
木　村　　幸　 （ 

兵 庫 舘  
町 原  

渡　部　伸　之 
三　潴　智　子 （ 

東 京 都  
若 山  

佐々木　　毅　 
木　村　友　美 （ 

結婚おめでとうございます。 

　

今
月
は
、「
は
る
ば
る
や
」
さ
ん

に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
当
店
は
、今
年
の
七
月
に
栄
町

市
場
さ
ん
隣
を
お
借
り
し
、
営
業

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

扱
っ
て
い
る
商
品
と
し
ま
し
て

は
、
作
業
服
か
ら
、
紳
士
、
婦
人

の
一
般
衣
料
品
、
肌
着
な
ど
の
実

用
衣
料
で
す
。
当
店
の
お
客
様
は
、

お
年
寄
り
の
方
が
多
い
の
で
、
い

す
を
用
意
し
て
、
く
つ
ろ
ぎ
な
が

ら
商
品
を
選
ん
で
い
た
だ
け
る
店

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

店
に
な
い
商
品
に
つ
き
ま
し
て
も
、

お
取
り
寄
せ
が
で
き
ま
す
の
で
、

ど
う
そ
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
店
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
入
会
金
無
料
で
、
各
種

催
し
物
の
際
に
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る
『
は
る

ば
る
や
友
の
会
』
が
ご
ざ
い
ま
す
。

随
時
、
店
頭
で
会
員
の
受
け
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

今
月
か
ら
は
、
こ
た
つ
用
品
、
布

団
や
冬
物
防
寒
着
も
取
り
揃
え
て

い
ま
す
。

　

Ｏ
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
小
さ
な
店
で

す
が
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
お
応

え
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
」。

（
�　

―
５
５
０
９
）

６２
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はるばるやさん店内の様子

　

新
潟
県
中
越
地
方
を
襲

っ
た
大
地
震
。
現
在
も
、

被
災
地
で
は
、
強
い
揺
れ

が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

テ
レ
ビ
が
伝
え
る
車
に
閉

じ
込
め
ら
れ
た
男
の
子
が

救
出
さ
れ
る
様
子
を
息
を
飲
ん
で

見
守
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
あ
き
ら
め
ず
に
、

根
気
よ
く
捜
索
活
動
に
取
り
組
む

姿
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　

天
災
は
、「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」

私
た
ち
の
生
活
を
襲
っ
て
く
る
の

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
地
震

で
、
も
う
一
度
災
害
時
の
行
動
や

備
え
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
を
見

直
す
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。 

（
井
上
）
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